
　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
は
企

業
の
区
分
の
な
か
に
中
小
企
業
と
い
う

概
念
は
な
い
が
、
中
央
直
轄
の
企
業
が

大
規
模
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
地
方
行

政
機
関
が
管
轄
す
る
企
業
は
中
小
規
模

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
地
方
行
政
機

関
が
管
轄
す
る
企
業
は
地
方
産
業
工
場

と
呼
ば
れ
、
地
方
産
業
工
場
に
よ
っ
て

成
立
す
る
経
済
を
地
方
産
業
と
呼
ぶ
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
地
方
産
業
の
朝
鮮
社

会
主
義
経
済
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
説

明
し
、
地
方
産
業
発
展
の
モ
デ
ル
と
さ

れ
た
地
域
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
分
析

す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
方
産
業
発
展

の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

●
地
方
産
業
の
位
置
づ
け

　

現
在
の
朝
鮮
社
会
主
義
経
済
の
下
で

は
地
方
産
業
の
目
的
は
「
地
方
原
料
源

泉
を
動
員
し
て
主
に
消
費
財
に
対
す
る

地
方
の
需
要
を
充
足
さ
せ
る
」
も
の
と

さ
れ
て
お
り
、地
方
産
業
工
場
に
は「
地

方
国
営
工
場
」
と
呼
ば
れ
る
国
有
の
工

場
と
「
生
産
協
同
組
合
」
と
呼
ば
れ
る

協
同
所
有
の
工
場
と
が
あ
る
。
な
お
、

地
方
産
業
工
場
は
「
地
方
工
業
工
場
」、

地
方
産
業
は
「
地
方
工
業
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
る
⑴

。
一
九
五
八
年
以
前

に
は
、
地
方
国
営
工
場
と
生
産
協
同
組

合
の
ほ
か
に
個
人
企
業
も
存
在
し
た

が
、
こ
れ
は
朝
鮮
戦
争
で
の
打
撃
と
戦

後
の
社
会
主
義
的
改
造
に
よ
っ
て
消
滅

し
た
。

　

地
方
産
業
は
、
戦
後
復
興
に
お
い
て

国
家
の
投
資
が
重
工
業
に
優
先
的
に
投

下
さ
れ
る
な
か
で
、
そ
の
重
工
業
に
対

す
る
補
完
的
な
地
位
を
付
与
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
戦
後
復
興
で
は
重
工
業

施
設
の
分
散
配
置
が
進
め
ら
れ
た
が
、

新
た
に
重
工
業
が
配
置
さ
れ
た
地
域
で

は
重
工
業
に
従
事
す
る
労
働
者
と
そ
の

家
族
に
供
給
さ
れ
る
消
費
財
を
生
産
す

る
地
方
産
業
工
場
が
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
戦
後
復
旧

に
お
い
て
地
方
産
業
は
分
散
建
設
さ
れ

た
重
工
業
に
牽
引
さ
れ
て
発
展
し
て
き

た
の
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
復
旧
の
段
階
が
終
わ
り
に
近
づ

く
と
、
地
方
産
業
は
、
地
方
そ
れ
ぞ
れ

の
独
自
の
努
力
に
よ
る
発
展
が
強
調
さ

れ
、
ま
た
地
域
間
の
経
済
格
差
の
解
消

も
そ
の
目
的
に
加
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
⑵

。
一
九
五
八
年
六
月
五
〜
七

日
に
開
か
れ
た
党
中
央
委
員
会
全
員
会

議
で
地
方
産
業
の
強
化
が
打
ち
出
さ

れ
、
各
市
・
郡
に
一
個
以
上
の
地
方
産

業
工
場
を
建
設
す
る
決
定
が
採
択
さ
れ

た
。
以
後
、
翌
五
九
年
八
月
末
ま
で
に

一
〇
〇
〇
余
個
の
地
方
産
業
工
場
が
新

設
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
地
方
産
業
工
場

は
二
〇
〇
〇
余
個
、
各
市
・
郡
に
は
平

均
し
て
一
一
個
の
地
方
産
業
工
場
が
存

在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
⑶

。
五
九
年
一

〇
月
一
二
〜
一
五
日
に
、
全
国
の
二
〇

三
八
個
の
地
方
産
業
工
場
の
関
係
者
が

平
壌
に
集
ま
り
、
中
央
・
地
方
の
経
済

関
係
者
と
と
も
に
計
四
三
七
〇
人
が
参

加
す
る
全
国
地
方
産
業
・
生
産
協
同
組

合
熱
誠
者
大
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

地
方
産
業
工
場
の
成
功
談
が
披
露
さ
れ

た
。

●
地
方
産
業
モ
デ
ル
の
設
定

　

地
方
産
業
の
発
展
が
全
国
的
な
均
等

発
展
の
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
い
く
つ
か
の
成

功
例
が
モ
デ
ル
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
一
九
六
二
年
八
月
七
〜
八
日

に
平
安
北
道
昌
城
郡
で
地
方
党
・
経
済

活
動
家
連
席
会
議
が
開
か
れ
、
こ
の
会

議
で
当
時
の
金
日
成
首
相
が
平
安
北
道

の
昌
城
、
朔
州
を
地
方
産
業
発
展
の
モ

デ
ル
の
郡
に
指
定
し
た
⑷

。
そ
し
て
、

八
〇
年
代
に
当
時
の
金
正
日
秘
書
（
書

記
）
に
よ
っ
て
、
企
業
の
独
立
採
算
制

に
関
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
昌
城
と
咸
鏡

北
道
の
会
寧
（
七
一
年
に
会
寧
市
に
改

編
）
の
地
方
産
業
が
指
定
さ
れ
た
⑸

。

ま
た
、
二
〇
一
二
年
八
月
八
日
に
地
方

党
・
経
済
活
動
家
連
席
会
議
五
〇
周
年

の
記
念
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
昌
城
が

現
在
で
も
地
方
産
業
の
モ
デ
ル
で
あ
る

こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
⑹

。

　

こ
れ
ら
の
郡
は
い
ず
れ
も
山
間
部
で

あ
り
、
穀
物
生
産
に
不
向
き
な
地
域
で

あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。こ
れ
は
、

朝
鮮
社
会
主
義
の
な
か
の
中
小
企
業

―
地
方
産
業
工
場
の
位
置
づ
け
―
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地
方
産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
貧
し
い
山

村
が
豊
か
に
な
る
と
い
う
理
想
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の

モ
デ
ル
郡
の
な
か
に
は
中
央
直
轄
工
業

も
存
在
す
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

●
昌
城
の
地
方
産
業

　

昌
城
は
山
地
が
郡
面
積
の
九
五
％
、

う
ち
、
海
抜
二
〇
〇
〜
八
〇
〇
メ
ー
ト

ル
地
帯
が
七
五
％
を
占
め
る
山
間
地
帯

で
あ
り
、
か
つ
て
は
農
業
と
い
っ
て
も

ア
ワ
、
キ
ビ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ぐ
ら
い
し

か
生
産
さ
れ
ず
、
慢
性
的
な
食
糧
不
足

の
状
態
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
昌
城
で
は
、
植
民
地
時
代

に
当
時
の
田
倉
面
で
タ
ン
グ
ス
テ
ン
を

産
出
す
る
昌
城
鉱
山
（
当
時
は
田
倉
鉱

山
）
が
開
発
さ
れ
、
解
放
後
に
は
一
九

五
一
年
か
ら
再
開
発
が
始
ま
っ
た
⑺

。

こ
の
地
の
食
糧
事
情
は
厳
し
か
っ
た
も

の
の
、
中
央
直
轄
企
業
が
存
在
し
、
投

資
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
昌
城
の
地
方
産
業
の
発
展

に
は
金
日
成
に
よ
る
梃
入
れ
が
あ
っ

た
。
金
日
成
が
現
在
の
昌
城
郡
の
領
域

に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
、
朝

鮮
戦
争
中
の
一
九
五
〇
年
一
〇
月
二
六

日
で
あ
り
、
二
七
日
か
ら
一
一
月
三
日

ま
で
昌
城
郡
昌
城
面
昌
新
里
チ
ャ
ン
ゴ

ル
に
滞
在
し
て
、
そ
こ
に
人
民
軍
最
高

司
令
部
を
構
え
た
。
こ
の
と
き
金
日
成

は
昌
城
の
経
済
状
況
を
把
握
す
る
よ
う

に
な
り
、
ま
た
、
郡
の
責
任
者
に
戦
時

生
産
を
強
化
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
⑻

。
戦
後
金
日
成
は
、
五
九
年
七
月
、

六
〇
年
七
月
、
六
二
年
七
月
、
六
三
年

六
月
、
六
六
年
八
月
に
こ
の
地
を
訪
問

し
⑼

、
地
方
産
業
工
場
を
現
地
指
導
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
昌
城
鉱

山
に
も
た
び
た
び
訪
れ
て
い
る
⑽

。
昌

城
鉱
山
は
六
〇
年
代
に
拡
張
し
て
お

り
、こ
れ
ら
の
金
日
成
の
現
地
指
導
は
、

昌
城
鉱
山
に
対
す
る
中
央
の
投
資
の
効

果
が
地
方
産
業
の
発
展
に
及
ん
だ
こ
と

を
示
し
て
い
る
⑾

。

　

昌
城
の
代
表
的
な
地
方
産
業
工
場
に

は
、
昌
城
織
物
工
場
、
昌
城
食
料
工
場

が
あ
り
、
と
く
に
、
昌
城
食
料
工
場
は

山
菜
加
工
品
、
黄
金
山
酒
、
山
葡
萄

ジ
ュ
ー
ス
を
特
産
品
と
し
て
全
国
に
販

売
し
て
い
る
。

●
朔
州
と
会
寧
の
地
方
産
業

　

朔
州
に
は
「
地
方
工
業
の
見
本
」
と

さ
れ
る
朔
州
食
料
工
場
が
あ
る
。
ま
た

一
方
で
、
朔
州
に
は
中
央
直
轄
企
業
と

し
て
、
植
民
地
時
代
に
建
設
さ
れ
た
水

豊
発
電
所
、
青
水
化
学
工
場
、
ま
た
、

解
放
後
に
開
発
が
進
め
ら
れ
た
豊
年
鉱

山
（
燐
灰
石
を
生
産
）
な
ど
の
鉱
山
が

あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
一
九
六
〇
年

一
〇
月
一
三
日
の
中
国
政
府
と
の
協
定

に
よ
っ
て
綿
織
物
設
備
が
供
給
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
地
方
産
業
工
場
で
あ
っ

た
朔
州
織
物
工
場
が
規
模
を
拡
大
し
て

中
央
直
轄
工
場
と
な
っ
た
⑿

。

　

朔
州
も
昌
城
と
同
じ
く
朝
鮮
戦
争
中

に
金
日
成
が
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る
。

五
二
年
六
月
二
三
日
に
金
日
成
は
こ
の

地
に
疎
開
し
て
い
た
中
央
高
級
指
導
幹

部
学
校
（
現
・
人
民
経
済
大
学
）
を
訪

問
し
て
お
り
、
こ
の
地
に
対
し
て
も
金

日
成
の
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

り
、
五
五
年
九
月
、
五
八
年
六
月
お
よ

び
七
月
、
六
一
年
八
月
、
六
二
年
七
月

お
よ
び
八
月
、
六
三
年
七
月
、
六
五
年

八
月
、
六
六
年
八
月
、
七
〇
年
七
月
に

訪
問
し
て
い
る
。

　

会
寧
は
、
植
民
地
時
代
に
有
煙
炭
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
炭
鉱
開
発
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
炭
鉱
は
解
放

後
、
中
央
直
轄
ま
た
は
地
方
産
業
と
し

て
継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
五
九
年
に
中
央

直
轄
の
会
寧
炭
鉱
機
械
工
場
が
建
設
さ

れ
、
六
四
年
に
は
中
国
の
援
助
に
よ
る

会
寧
穀
産
工
場
（
当
時
は
会
寧
製
糖
工

場
）
が
建
設
さ
れ
た
⒀

。
そ
し
て
、
会

寧
の
地
方
産
業
が
大
き
く
発
展
す
る
の

は
七
三
年
七
月
に
開
か
れ
た
朝
鮮
労
働

党
中
央
委
員
会
第
五
期
第
七
次
全
員
会

議
で
金
日
成
が
会
寧
炭
鉱
機
械
工
場
の

拡
張
を
指
示
し
て
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
党
中
央
委
員
会
第
五
期
第
七
次

全
員
会
議
は
金
正
日
が
党
中
央
委
員
会

で
秘
書
の
地
位
に
就
任
し
た
会
議
で

あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
会
寧
を

金
日
成
が
現
地
指
導
で
訪
問
し
た
の
は

五
四
年
七
月
、
七
八
年
六
月
、
八
一
年

五
月
、
九
一
年
八
月
の
都
合
四
回
で
あ

る
が
、
こ
れ
よ
り
重
要
な
の
は
金
正
日

の
ほ
う
で
あ
る
。
金
正
日
の
母
親
（
金

日
成
の
最
初
の
妻
）
で
あ
る
金
正
淑
の

故
郷
で
あ
り
、
金
正
日
の
思
い
入
れ
が

と
く
に
強
い
場
所
で
あ
っ
た
。
金
正
日

が
秘
書
に
就
任
し
て
以
後
、
会
寧
に
は

製
紙
、
食
品
、
陶
磁
器
な
ど
の
部
門
に

中
央
直
轄
工
場
や
地
方
産
業
工
場
が
建

設
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
は
会
寧
で
地

方
産
業
の
製
品
を
輸
出
す
る
専
門
の
貿

易
会
社
で
あ
る
鰲
山
徳
貿
易
会
社
が
設

立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

鰲
山
徳
貿
易
会
社
は
会
寧
白
ア
ン
ズ

加
工
工
場
、
会
寧
素
焼
き
工
場
、
会
寧

高
麗
薬
工
場
、
会
寧
靴
工
場
な
ど
の
地

方
産
業
工
場
の
製
品
を
輸
出
し
て
い

る
⒁

。
二
〇
〇
七
年
末
に
は
こ
れ
ら
工

場
を
含
め
て
会
寧
の
多
く
の
地
方
産
業

工
場
が
改
築
さ
れ
て
生
産
を
拡
大
し
、

二
〇
一
〇
年
に
は
食
堂
街
も
建
設
さ
れ

て
会
寧
は
観
光
都
市
と
し
て
の
面
貌
を

整
え
て
き
て
い
る
⒂

。
金
正
日
は
二
〇

〇
九
年
二
月
と
翌
一
〇
年
一
二
月
に
会

寧
を
訪
問
し
、
そ
の
発
展
ぶ
り
を
確
認
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し
た
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
昌
城
、
朔
州
、
会

寧
と
い
っ
た
地
方
産
業
の
モ
デ
ル
を
み

る
限
り
、
地
方
産
業
の
発
展
に
は
中
央

工
業
の
投
資
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
条

件
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ

と
は
戦
後
復
旧
の
時
代
か
ら
大
き
な
変

化
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。そ
し
て
、

そ
の
投
資
と
と
も
に
地
方
産
業
へ
の
波

及
効
果
に
つ
い
て
も
政
治
指
導
者
の
力

が
決
定
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
地
方
産
業
工
場
が
地
方
産
業

当
初
の
原
則
ど
お
り
に
、
地
方
内
で
の

需
要
を
満
た
す
た
め
だ
け
の
生
産
を
す

る
な
ら
ば
、
市
場
が
狭
く
、
当
然
、
そ

の
利
益
に
は
限
界
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
地
方
の
特
産
品
を
開
拓
し
、
全
国

的
な
商
品
に
す
る
こ
と
と
と
も
に
海
外

へ
の
輸
出
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
が
地

方
産
業
工
場
に
必
要
で
あ
る
こ
と
は
会

寧
の
例
に
も
表
れ
て
い
る
。

●
地
方
産
業
で
の
輸
出
品
開
拓

　

地
方
産
業
工
場
の
な
か
に
は
初
め
か

ら
当
該
地
方
だ
け
で
は
な
く
全
国
的
な

需
要
を
満
た
す
た
め
に
建
設
さ
れ
た
前

川
マ
ッ
チ
工
場
（
一
九
五
一
年
三
月
創

立
、
慈
江
道
前
川
郡
）、
江
界
鉛
筆
工

場
（
四
六
年
六
月
一
日
創
立
、
慈
江
道

江
界
市
）、
牡
丹
峰
時
計
工
場
（
七
〇

年
代
後
半
に
創
立
、平
安
南
道
平
城
市
）

な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
近
年
、
製
品

の
全
国
販
売
の
み
な
ら
ず
輸
出
を
進
め

て
い
る
地
方
産
業
工
場
と
し
て
新
義
州

化
粧
品
工
場
（
平
安
北
道
）
と
平
壌
化

粧
品
工
場
が
あ
る
。

　

新
義
州
化
粧
品
工
場
は
四
九
年
九
月

一
日
に
創
立
さ
れ
主
に
化
粧
ク
リ
ー
ム

を
生
産
し
て
い
た
が
、
五
六
年
か
ら
歯

磨
き
粉
の
生
産
、
五
九
年
か
ら
洗
顔
石

鹸
の
生
産
に
入
り
、
九
八
年
か
ら
大
幅

に
改
築
し
て
、
二
〇
〇
一
年
二
月
一
三

日
に
新
た
に
操
業
し
た
。
平
壌
化
粧
品

工
場
は
一
九
五
七
年
一
一
月
の
創
立
で

あ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
九
日
か

ら
洗
顔
石
鹸
の
生
産
、
翌
〇
一
年
九
月

一
三
日
か
ら
歯
磨
き
粉
の
生
産
を
開
始

し
た
。

　

こ
ん
に
ち
新
義
州
化
粧
品
工
場
の
主

力
製
品
は
「
ポ
ム
ヒ
ャ
ン
ギ
（
春
の
香

り
）」シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ー

ズ
は
開
城
の
高
麗
人
参
を
主
成
分
に
平

安
北
道
の
妙
香
山
や
慈
江
道
の
狼
林
山

脈
の
天
然
植
物
を
添
加
し
た
化
粧
品
で

あ
る
。
こ
の
製
品
の
販
売
に
は
外
国
の

資
本
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
製

品
の
開
発
に
も
外
国
資
本
が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
⒃

。
ま
た
、
一
九

九
八
〜
二
〇
〇
一
年
の
大
幅
改
築
に
つ

い
て
も
、
着
工
前
の
一
九
九
九
年
六
月

と
改
築
中
の
二
〇
〇
一
年
一
月
に
金
正

日
が
こ
の
工
場
を
訪
問
し
て
お
り
、
金

正
日
が
外
国
資
本
を
導
入
す
る
よ
う
に

影
響
力
を
行
使
し
た
も
の
と
み
ら
れ

る
⒄

。

　

平
壌
化
粧
品
工
場
の
主
力
商
品
は

「
ウ
ナ
ス
（
銀
河
水
）」
シ
リ
ー
ズ
で
あ

る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
も
開
城
の
高
麗
人

参
を
主
成
分
に
し
た
化
粧
品
で
あ
る

が
、
外
国
か
ら
輸
入
し
た
原
料
も
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
工
場
に
は
〇
三
年

八
月
五
日
に
金
正
日
が
訪
問
し
て
い
る

が
、
こ
の
と
き
新
義
州
化
粧
品
工
場
と

品
質
を
競
う
よ
う
指
示
を
出
し
て
い

る
⒅

。
〇
三
年
の
段
階
で
は
製
品
の
販

売
は
平
壌
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

〇
八
年
に
は
輸
出
が
計
画
さ
れ
て
い
る

と
の
報
道
が
あ
り
⒆

、
す
で
に
全
国
販

売
と
輸
出
に
入
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら

れ
る
。

（
な
か
が
わ　

ま
さ
ひ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

動
向
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
長
）

《
注
》

⑴ 『
大
衆
政
治
用
語
辞
典
』
朝
鮮
労
働

党
出
版
社
一
九
五
七
年
刊
行　

一
九

五
九
年
学
友
書
房
翻
印
発
行　

二
七

八
ペ
ー
ジ
、『
経
済
辞
典
（
二
）』
平

壌　

社
会
科
学
出
版
社　

一
九
八
五

年　

四
三
九
〜
四
四
〇
ペ
ー
ジ
。
な

お
、『
大
衆
政
治
用
語
辞
典
』
一
九

七
〇
年
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
発
行　

一
九
七
一
年
九
月
書
房
翻
刻　

五
六

一
ペ
ー
ジ
で
「
地
方
工
業
」
は
地
方

産
業
と
同
義
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。

⑵ 

金
祥
鶴
『
我
が
国
の
工
業
発
展
で
の

生
産
力
配
置
に
つ
い
て
』（
平
壌　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
科
学
院　

一
九
五
八
年
）
で
は
、「
生
産
力
配

置
の
基
本
原
則
」
が
、「
①
工
業
を

原
料
お
よ
び
燃
料
源
泉
地
と
製
品
消

費
地
に
接
近
さ
せ
る
よ
う
に
し
、
地

方
資
源
を
で
き
る
だ
け
完
全
に
利
用

す
る
こ
と
、
②
全
国
土
に
わ
た
っ
て

工
業
を
均
衡
的
に
配
置
し
て
全
国
土

の
資
源
を
も
っ
と
も
合
理
的
に
開
発

す
る
こ
と
、
③
経
済
的
地
区
で
の
工

業
諸
部
門
の
総
合
的
発
展
、
④
社
会

主
義
陣
営
内
諸
隣
邦
と
の
経
済
的
連

繋
、
⑤
国
防
上
の
考
慮
」
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

⑶ 『
労
働
新
聞
』
一
九
五
九
年
八
月
三

一
日
。
そ
の
後
の
地
方
産
業
工
場
の

総
個
数
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
九
年

末
に
二
二
六
四
個
、
一
九
六
〇
年
末

に
二
八
九
六
個
と
の
発
表
が
あ
る
の

み
で
あ
る
。
な
お
一
九
八
〇
年
六
月

二
八
日
に
、地
方
産
業
工
場
は
各
市
・

郡
に
平
均
二
〇
個
以
上
あ
る
と
発
表

さ
れ
た
。

⑷ 『
金
日
成
著
作
選
集
（
三
）』
一
九
六

八
年
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
刊
行　

一
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九
七
〇
年
九
月
書
房
翻
刻　

三
三
一

〜
三
七
一
ペ
ー
ジ
。
こ
の
会
議
で
金

日
成
は
平
安
北
道
碧
潼
郡
に
も
言
及

し
て
い
る
が
、
以
後
、
碧
潼
が
モ
デ

ル
と
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

⑸ 

一
九
八
一
〜
八
二
年
に
金
正
日
が
こ

れ
に
関
す
る
指
示
を
出
し
て
い
る

（『
労
働
新
聞
』
一
九
八
五
年
二
月
二

一
日
）。
会
寧
は
二
〇
〇
九
年
一
二

月
一
一
日
付
最
高
人
民
会
議
常
任
委

員
会
政
令
に
よ
り
「
地
方
予
算
制
模

範
都
市
」
称
号
を
授
与
さ
れ
た
（『
労

働
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
五

日
）。

⑹ 

こ
の
会
議
で
は
、
最
高
指
導
者
で
あ

る
「
歴
史
的
な
昌
城
連
席
会
議
の
精

神
を
具
現
し
て
す
べ
て
の
郡
を
暮
ら

し
よ
い
人
民
の
楽
園
と
し
て
建
設
す

る
こ
と
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
金
正

恩
の
文
献
が
伝
達
さ
れ
た
が
、
そ
の

原
文
は
現
時
点
で
は
公
表
さ
れ
て
い

な
い
（『
労
働
新
聞
』
二
〇
一
二
年

八
月
九
日
）。

⑺ 

植
民
地
時
代
の
昌
城
郡
に
は
こ
の
ほ

か
金
を
産
出
す
る
大
楡
洞
鉱
山
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
鉱
山
の
位
置
す
る

東
倉
面
は
一
九
五
二
年
に
東
倉
郡
と

し
て
昌
城
郡
か
ら
分
離
し
た
。

⑻ 

金
日
成
は
昌
城
郡
党
委
員
会
の
責
任

者
と
対
話
を
し
て
い
る
（『
金
日
成

全
集
（
一
二
）』
平
壌　

朝
鮮
労
働

党
出
版
社　

一
九
九
五
年　

三
八
六

〜
三
八
八
ペ
ー
ジ
）。

⑼ 

こ
の
う
ち
、
一
九
五
九
年
七
月
、
六

二
年
七
月
、
六
六
年
八
月
に
は
金
正

日
も
同
行
し
て
い
る
。

⑽ 

金
日
成
の
昌
城
鉱
山
訪
問
に
関
し
て

は
、『
地
方
地
名
辞
典
（
平
安
北
道
）』

（
平
壌　

科
学
百
科
辞
典
総
合
出
版

社　

二
〇
〇
一
年
）
五
七
六
ペ
ー
ジ

に
「
数
回
」
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
が
い
つ
で
あ
っ
た
か
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

⑾ 

昌
城
鉱
山
は
一
九
七
八
年
七
月
に
金

日
成
が
廃
坑
を
指
示
し
た
が
、
鉱
山

の
あ
っ
た
楡
田
労
働
者
区
は
そ
の
後

も
維
持
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に

代
わ
る
産
業
が
配
置
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
な
お
、
労
働
者
区
と
は

工
場
、
鉱
山
あ
る
い
は
水
産
企
業
が

存
在
し
、
四
〇
〇
人
以
上
の
成
人
人

口
が
あ
り
、
そ
の
六
五
％
以
上
が
賃

金
労
働
で
生
活
し
て
い
る
行
政
区
域

で
あ
る
。
楡
田
労
働
者
区
に
は
碧
潼

郡
と
の
境
に
標
高
六
三
六
・
九
メ
ー

ト
ル
の
大
興
山
が
あ
る
が
、
二
〇
一

〇
年
三
月
に
金
正
日
が
訪
問
し
た
大

興
山
機
械
工
場
が
こ
こ
に
位
置
し
て

い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

⑿ 『
朝
鮮
中
央
年
鑑
（
一
九
六
一
）』
朝

鮮
中
央
通
信
社　

一
九
六
二
年　

一

三
六
〜
一
三
七
ペ
ー
ジ
。
朔
州
織
物

工
場
に
中
国
政
府
が
供
与
し
た
設
備

は
、
一
二
万
六
〇
〇
〇
本
の
紡
錘
、

三
〇
〇
〇
台
の
織
布
機
、
お
よ
び
プ

リ
ン
ト
設
備
で
あ
り
、
一
九
六
二
年

に
完
成
し
た
（《
当
代
中
国
》
叢
書

編
輯
部
編
『
当
代
中
国
的
対
外
経
済

合
作
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社　

一

九
八
九
年　

三
二
ペ
ー
ジ
、
当
代
中

国
叢
書
編
輯
部
編
『
当
代
中
国
的
紡

織
工
業
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社　

一
九
九
四
年　

五
六
一
ペ
ー
ジ
）。

な
お
、
こ
の
工
場
は
近
年
地
方
産
業

工
場
に
復
帰
し
た
（『
労
働
新
聞
』

二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
四
日
）。

⒀ 『
朝
鮮
地
理
全
書
（
咸
鏡
北
道
）』
出

版
地
記
載
な
し　

教
育
図
書
出
版
社　

一
九
九
〇
年
七
四
八
ペ
ー
ジ
。
中
国

の
援
助
に
つ
い
て
は
、《
当
代
中
国
》

叢
書
編
輯
部
編
『
当
代
中
国
的
対
外

経
済
合
作
』（
前
掲
）
三
二
お
よ
び

五
二
ペ
ー
ジ
。

⒁ 『
朝
鮮
の
貿
易
』
二
〇
一
一
年
第
四

号
。
咸
鏡
北
道
に
は
地
方
貿
易
会
社

と
し
て
豆
満
江
貿
易
会
社
が
あ
る

が
、
会
寧
の
鰲
山
徳
貿
易
会
社
は
そ

の
傘
下
で
は
な
く
、
独
立
し
た
地
位

に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

⒂ 

会
寧
の
地
方
産
業
工
場
の
改
築
に
つ

い
て
は
、『
労
働
新
聞
』
二
〇
〇
七

年
一
二
月
二
一
日
お
よ
び
『
民
主
朝

鮮
』
二
〇
〇
七
年
一
二
月
三
一
日
。

そ
し
て
『
民
主
朝
鮮
』
二
〇
一
〇
年

一
〇
月
一
二
日
で
は
、
兎
肉
専
門
食

堂
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
飲
食
専
門
食
堂
、

温
飯
家
な
ど
の
特
産
品
食
堂
や
清
涼

飲
料
店
、
焼
き
肉
屋
な
ど
の
開
業
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
。

⒃ 『
朝
鮮
新
報
』
日
本
語
版
二
〇
〇
九

年
七
月
二
一
日
お
よ
び
同
朝
鮮
語
版

二
〇
一
一
年
八
月
二
五
日
。
ポ
ム

ヒ
ャ
ン
ギ
の
輸
出
は
ポ
ム
ヒ
ャ
ン
ギ

合
作
会
社
が
行
っ
て
い
る
が
、
ど
こ

の
国
の
資
本
が
入
っ
て
い
る
の
か
は

明
ら
か
で
は
な
い
（『
朝
鮮
の
貿
易
』

二
〇
〇
八
年
第
四
号
、
二
〇
一
〇
年

第
四
号
、
二
〇
一
一
年
第
三
号
）。

⒄ 『
朝
鮮
大
百
科
辞
典
（
一
五
）』
百
科

辞
典
出
版
社　

二
〇
〇
〇
年　

四
四

八
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
、
一
九
九
九
年

六
月
の
訪
問
は
当
時
報
道
さ
れ
て
い

な
い
。

⒅ 『
朝
鮮
新
報
』
日
本
語
版
二
〇
〇
三

年
一
〇
月
一
八
日
。
た
だ
し
、
訪
問

の
日
付
は
『
労
働
新
聞
』
二
〇
〇
三

年
八
月
七
日
に
よ
る
。

⒆ 『
朝
鮮
新
報
』
日
本
語
版
二
〇
〇
八

年
五
月
一
四
日
。
ウ
ナ
ス
の
輸
出
を

計
画
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た
会
社

は
平
壌
市
の
地
方
貿
易
を
担
当
す
る

綾
羅
島
貿
易
総
会
社
で
あ
る
。

朝鮮社会主義のなかの中小企業 ―地方産業工場の位置づけ―
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